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研究課題名 斬新な特定位置占拠型配位子の設計と高配位典型元素化合物の創製

研究の概要等 本研究は、新規な特性を有する超原子価化合物の創製を目指し、立体的効果およ

び電子的安定化効果の両面を考慮することで特定の置換基が所定の位置を占めるよ

うな斬新な骨格を有する配位子を設計し、種々の高周期典型元素への導入方法を開

発することを目的とする。具体的には、５配位典型元素化合物の二つのアピカル位

と一つのエクアトリアル位を占める平面型３座配位子、一つのアピカル位と三つの

エクアトリアル位を占める剛直な４座配位子、エクアトリアル位のみを占めるかさ

高いデンドリマー型配位子、二つの高配位元素を架橋するジチオカルボキシラト配

位子のそれぞれを独自に開発する。中心元素 置換基間の結合の性質は置換基がどの-

ような位置を占めるかによって変化するため、所定の位置を占めるように設計した

これらの配位子を用いることで、中心元素が熱力学的に不利な環境にある超原子価

化合物や、従来は反応不活性であった置換基を反応活性な部位に配置した化合物の

構築が可能となり、新規な結合様式、反応性、物性の発現が期待される。一般性が

高い合成方法を用いるので、各元素の系統的研究が可能であり、有機元素化学にお

ける新しいパラダイムの確立に多大な貢献が期待できる。
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